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医療政策課 

R4.3.23 

評定区分の変更について（案） 

 

１ 現状の課題 

〇定量的な評価においては、評価区分の目安に基づき達成度合いに応じた評価がなされ

ている。 

〇しかし、評価内容の多くを定性評価が占めており、その定性評価（機構の自己評価を含

む）を行うに当たっては、完全に達成されていなくても概ね達成されているだろうと考

えられる項目も全てＡ評価としていることで、Ａ評価が他の評価と比べ多く並び、達成

度合いに応じた評価が実現できていないと考えられる。 

 

２ 見直し（案）の考え方 

 〇基本的に評価区分の判断目安はそのままとする。ただし、Ｃ評価の下にＤ評価を設け

ることで、特別な評価区分Ｓを除いてこれまで実質的にＡ・Ｂ・Ｃの３段階評価であ

ったものをＡ・Ｂ・Ｃ・Ｄの４段階評価とし、未達成の度合いをより適切に評価でき

るようにする。 

 〇「達成」の考え方について、今まではＳ・Ａ評価が目標達成とされ、定量的な目標にお

いては 100％以上で「達成」と考えられていたが、Ｂ評価（定量的目標においては対年

度計画値の 80％以上 100％未満）についても、概ね目標は達成されていると考えられ

ることから「達成」の区分とし、Ｃ・Ｄ評価を「未達成」の区分とする。 

 〇これにより、定性的な評価においても達成の度合いに応じて、Ａ評価やＢ評価の２区分

を選択できるようにすることでＡ評価への片寄りが是正される。 

   

３ 見直し（案）の要旨 

 〇 評定区分を４段階（S・A・B・C）→５段階（S・A・B・C・D）とする 

 〇 「達成」の考え方について、B 評価を「達成」の区分とする。 

 〇 達成（概ね達成を含）すればＡ、B、未達成ならばＣ・D とし、計画を大幅に上回る成

果があった場合にはＳとする。 
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４ 新たな評定区分（小項目・大項目・総合共通） 

 （１）年度評価区分 

  ※ 赤字箇所が変更箇所 

評定区分 判断の目安となる業務実績  

Ｓ 
年度計画を大幅に上回って達成している 

（定量的目標においては対年度計画値の 120％以上） 

 
 

㊕ 
 

 
 

Ａ 
年度計画を達成している 

（定量的目標においては対年度計画値の 100％以上 120％未満） 

 
 

 

達 

成 

← 

Ｂ 
年度計画を概ね達成しているものの一部については改善を要する 

（定量的目標においては対年度計画値の 80％以上 100％未満） 

Ｃ 
年度計画を下回っており、改善を要する 

（定量的目標においては対年度計画値の 60％以上 80％未満） 

↓   

未 

達 

成 
Ｄ 

年度計画を大幅に下回っており、抜本的な改善を要する 

（定量的目標においては対年度計画値の 60％未満） 
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〈参 考〉現在の評定区分 
 

評定区分 判断の目安となる業務実績  

Ｓ 
年度計画を大幅に上回って達成している 

（定量的目標においては対年度計画値の 120％以上） 達

成 

 

← 

Ａ 
年度計画を達成している 

（定量的目標においては対年度計画値の 100％以上 120％未満） 

Ｂ 
年度計画を下回っており、改善を要する 

（定量的目標においては対年度計画値の 80％以上 100％未満） 

↓ 

未 

達 

成 Ｃ 
年度計画を大幅に下回っており、抜本的な改善を要する 

（定量的目標においては対年度計画値の 80％未満） 
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 （２）中期目標期間見込評価区分 

  ※ 赤字箇所が変更箇所 

評定区分 判断の目安となる業務実績  

Ｓ 
中期目標・中期計画を大幅に上回って達成することが見込まれる 

（定量的目標においては目標値の 120％以上） 

 
 

㊕ 
 

 
 

Ａ 
中期目標・中期計画を達成することが見込まれる 

（定量的目標においては目標値の 100％以上 120％未満） 

 
 

 

達 

成 

← 

Ｂ 

中期目標・中期計画を概ね達成することが見込まれるものの一部に

ついては改善を要する 

（定量的目標においては目標値の 80％以上 100％未満） 

Ｃ 
中期目標・中期計画を下回ることが見込まれ、改善を要する 

（定量的目標においては目標値の 60％以上 80％未満） 

↓   

未 

達 

成 
Ｄ 

中期目標・中期計画を大幅に下回ることが見込まれ、抜本的な改

善を要する 

（定量的目標においては目標値の 60％未満） 
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〈参 考〉現在の評定区分 
 

評定区分 判断の目安となる業務実績  

Ｓ 
中期目標・中期計画を大幅に上回って達成することが見込まれる 

（定量的目標においては目標値の 120％以上） 達

成 

 

← 

Ａ 
中期目標・中期計画を達成することが見込まれる 

（定量的目標においては目標値の 100％以上 120％未満） 

Ｂ 
中期目標・中期計画を下回ることが見込まれ、改善を要する 

（定量的目標においては目標値の 80％以上 100％未満） 

↓ 

未 

達 

成 Ｃ 

中期目標・中期計画を大幅に下回ることが見込まれ、抜本的な改善

を要する 

（定量的目標においては目標値の 80％未満） 
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（３）中期目標期間実績評価区分 

  ※ 赤字箇所が変更箇所 

評定区分 判断の目安となる業務実績  

Ｓ 
中期目標・中期計画を大幅に上回って達成している 

（定量的目標においては目標値の 120％以上） 

 
 

㊕ 
 

 
 

Ａ 
中期目標・中期計画を達成している 

（定量的目標においては目標値の 100％以上 120％未満） 

 
 

 

達 

成 

← 

Ｂ 

中期目標・中期計画を概ね達成しているものの一部については改善

を要する 

（定量的目標においては目標値の 80％以上 100％未満） 

Ｃ 
中期目標・中期計画を下回っており、改善を要する 

（定量的目標においては目標値の 60％以上 80％未満） 

↓   

未 

達 

成 
Ｄ 

中期目標・中期計画を大幅に下回っており、抜本的な改善を要す

る 

（定量的目標においては目標値の 60％未満） 
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〈参 考〉現在の評定区分 
 

評定区分 判断の目安となる業務実績  

Ｓ 
中期目標・中期計画を大幅に上回って達成している 

（定量的目標においては目標値の 120％以上） 達

成 

 

← 

Ａ 
中期目標・中期計画を達成している 

（定量的目標においては目標値の 100％以上 120％未満） 

Ｂ 
中期目標・中期計画を下回っており、改善を要する 

（定量的目標においては目標値の 80％以上 100％未満） 

↓ 

未 

達 

成 Ｃ 
中期目標・中期計画を大幅に下回っており、抜本的な改善を要する 

（定量的目標においては目標値の 80％未満） 

 

 

 


